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〜お灸と免疫力〜
　
　

「
間
接
灸
」
と
「
直
接
灸
」

　

昔
か
ら
日
本
の
家
庭
に
は
お
灸
が
あ
り
、

健
康
維
持
に
、
病
気
の
治
療
に
用
い
ら
れ

て
き
ま
し
た
。

　

お
灸
に
は
様
々
な
種
類
が
あ
り
、
せ
ん

ね
ん
灸
の
よ
う
な
直
接
肌
を
焼
か
ず
に
温

熱
だ
け
を
伝
え
る
お
灸
を
﹁
間
接
灸
﹂。
ヨ

モ
ギ
を
乾
燥
さ
せ
た
モ
グ
サ
を
捻
り
、
肌

に
直
接
乗
せ
る
お
灸
を
﹁
直
接
灸
﹂
と
言

い
ま
す
。

　

直
接
灸
の
火
力
調
整
は
難
し
く
、
火
傷

も
起
こ
る
た
め
敬
遠
さ
れ
が
ち
で
、
今
で

は
お
灸
と
言
え
ば
﹁
間
接
灸
﹂
が
主
流
で
す
。

年
配
の
方
の
背
中
を
見
る
と
、
丸
い
火
傷

の
後
︵
灸
痕
︶
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
な

ぜ
昔
の
人
た
ち
は
火
傷
を
作
っ
て
ま
で
お

灸
の
習
慣
を
千
何
百
年
も
続
け
て
き
た
の

で
し
ょ
う
か
？

　

お
灸
を
す
る
と
、
温
熱
効
果
に
よ
る
血

流
改
善
、
疼
痛
緩
和
、
自
律
神
経
の
安
定

な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
直
接
灸
に
よ
る
微

小
な
肌
へ
の
火
傷
が
免
疫
と
深
い
関
わ
り

が
あ
る
事
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　
　

直
接
灸
に
よ
る
カ
ラ
ダ
の
変
化

　

直
接
灸
を
す
る
と
免
疫
力
と
関
係
の
強

い
リ
ン
パ
球
数
が
上
が
り
、
好
中
球
も
一

時
的
に
上
が
る
事
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　

皮
膚
を
お
灸
で
焼
く
事
に
よ
り
、
皮
下

の
タ
ン
パ
ク
質
変
性
が
起
こ
り
ま
す
。
変

性
し
た
タ
ン
パ
ク
質
は
免
疫
抗
体
を
作
る

ラ
ン
ゲ
ル
ハ
ン
ス
細
胞
や
マ
ク
ロ
フ
ァ
ー

ジ
に
吸
収
さ
れ
、
免
疫
抗
体
が
全
身
に
ば

ら
撒
か
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
様
々
な
感
染
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免疫力がアップし、
病気を寄せ付けな
い元気なカラダに

お灸は世界を変える！

モグサアフリカ

難治性、薬剤耐性結核に対するお灸の

可能性を研究するチャリティー団体

http://moxafrica-japan.strikingly.com/

　モグサアフリカ（Moxafrica）は、２００８

年二人の鍼灸師によって設立されたイギリス

の登録チャリティー団体です。

　日本初のお灸博士・原田免太郎（はら しめ

たろう）医師の「お灸が与える免疫系への影

響の研究」を基に、アフリカでのプロジェク

トを開始しました。ウガンダ・南アフリカな

どでパイロットスタディーを行った結果、お

灸をしていた患者は、薬の副作用である関節

痛と疲労が非常に軽く、結核の治療もより早

く回復したことがわかりました。

　この研究は、様々な分野からも注目をされ

ており、今後の研究から目が離せません。

興味のある方はモグサアフリカのホームペー

ジをご覧ください。

　また、結核患者に必要な１年分のモグサは

約 4000 円。ご支援もよろしくお願いします。

皮膚の
タンパク変性
皮膚の
タンパク変性

症
や
初
期
の
癌
な
ど
へ
の
抵
抗
力
が
高
ま

る
の
で
す
。

　

m
o
x
a
fric

a

︵
モ
グ
サ
ア
フ
リ
カ
︶
と

い
う
非
営
利
団
体
が
あ
り
ま
す
。
お
灸
の

免
疫
力
向
上
に
与
え
る
影
響
に
注
目
し
、

医
療
サ
ー
ビ
ス
の
届
き
に
く
い
ア
フ
リ
カ

地
域
で
、
結
核
や
エ
イ
ズ
と
い
っ
た
免
疫

力
の
低
下
に
よ
り
重
篤
な
症
状
に
陥
る
感

染
症
に
対
し
、
お
灸
で
の
治
療
を
模
索
し

て
い
る
団
体
で
す
。
非
常
に
良
い
結
果
が

出
て
お
り
、
今
後
の
貧
困
地
域
で
の
医
療

を
大
き
く
変
え
る
可
能
性
の
あ
る
研
究
が

続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
風
邪
や
食
中
毒
と
い
っ

た
日
常
的
な
感
染
症
か
ら
、
結
核
や
癌
な

ど
の
重
篤
な
疾
患
ま
で
、
家
庭
で
で
き
る

病
気
の
予
防
、
免
疫
力
の
向
上
に
お
灸
を

利
用
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
？
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